切土作業手順（No.0+50付近）

1、 切土肩が狭く、最初ブルワークによる集土が、困難な地形である為に、バックホー

の足場を確保しながら、パイロットを取り付ける。ブルの足場が確保できるまで、

バックホーのみにて、法切りをしながら切り土していく。この時、０．７㎡級バックホ－で無理がある時は、０.４㎡級を考える等、機種の選定も現地測量の上決定する。

法面整形の為、バックホーで切土した残土は、足場として使用していく。次の段に法面整形の足場を造る為、３２t級ブルドーザーで法面に平行に押土し、法切り足場を２～３ｍ下にかき出す様に作業を行う。以下、繰り返しながら、法切足場を下げていく様にする。
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